
校長 新井 一也非認知能力を礎に

山々の美しい季節となりました。先月２６日の授業参観・保護者会には大

勢の保護者の皆様にご参加いただき、ありがとうございました。ＰＴＡ総会

において、新たに川田陵ＰＴＡ会長様をはじめとする新役員が承認され、令

和７年度小鹿野中学校ＰＴＡが始動しました。会員の皆様にはご支援ご協力

をよろしくお願い申し上げます。

さて、本校は今年度も引き続き非認知能力の向上に取り組

むとともに、学校の使命でもある「学力向上」に努めて参り

ます。昨年度の生徒アンケート調査から、忍耐力や向上心な

どの非認知能力が学校全体として伸びたことをもとに、基礎

学力を定着させ、生徒一人一人の学力向上を目指します。

学力を向上させるための方策はいろいろ考えられます。人によって状況は

異なりますが、家庭学習の時間をこれまでより増やすことが一つの例として

挙げられます。一日の限られた時間の中でやりくりするのは簡単ではありま

せん。スマートフォンやゲームに費やす時間を削って、新たに勉強の時間を

生み出すのがもっともよいと思われます。令和６年度本校２年生を対象とし

た小鹿野町保健課によるアンケート調査でも、スマートフォン等を使用する

「 」時間が全国平均と比較して長いという結果が出ています。（ 平日におけるスマホ等の使用時間

生活の中の時間の使い方を2 3時間：23％、3 4時間：30％、4 5時間：23％）～ ～ ～

見直すことが大切です。

国際的な学力調査から、日本の子どもたちの学力は諸外国の中でもトップ

クラスに位置付けられるものの、意識調査を見ると学習意欲は決して高くな

いという結果が出ています。このことに関連して、次のような研究者の意見

が紹介されています。

学習意欲を喚起する誘因には「外発的動機付け」と「内発的動機付け」が

あるということ。勉強しなさいと言われるから、試験があるからとして学習

に向かうのは前者であり、学ぶことはおもしろい、学ぶことの意味を実感し

て学習に向かうのが後者です。そして、内発的動機付けによる意欲があるほ

ど学習の質が向上し、達成度が高まると考えられています。

大事なことは、学習したことが将来どんな場面で役に立つかということを

意識して主体的に学ぼうとする姿勢です。入試があるから、テストがあるか

らという消極的な理由では学力の向上にも限界があるのかも知れません 「学。

ぶことはおもしろい 「将来役に立つ」ということを実感しながら取り組む」、

ことが大切です。嫌々勉強するより、意欲を持って机に向かう方が学習が身

につくのです。

本校教職員もわかる授業づくりに向けて工夫改善を図って参ります。これ

礎となって、生徒一人一人の学力が向上することをまでに培った非認知能力が
期待しています。

令和７年５月１日小鹿野中学校だより第２号

さ 小 鹿



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 学 校 行 事 日 曜 学 校 行 事 

1 木 
教育相談② 眼科検診 尿検査２次 

１６ 金 
テスト前部活動停止期間（～２０日） 

部活動休業日  内科検診（１年） 

２ 金 教育相談③ １７ 土 中学生未来塾 英検チャレンジ 

７ 水 教育相談④ 講話集会 １９ 月 hyper-QU 週間（～２３日） 

８ 木 
県学力学習状況調査（２年） ２０ 火 内科検診（２年） 

交通安全教室 部活動休業日 鹿中歌舞伎座 ２１ 水 中間テスト 

９ 金 
県学力学習状況調査（１年) 

２２ 木 
耳鼻科検診 部活動休業日 

部活動保護者会  鹿中歌舞伎座 

１０ 土 中学生未来塾 漢検チャレンジ ２３ 金 第１回英語検定 

１２ 月 歯科健診（３年） ２５ 日 全国植樹祭 

１３ 火 あいさつ運動 教育相談⑤ 歯科健診（１・２年） ２６ 月 ３年部活動なし 

１４ 水 生徒委員会 ２７ 火 ３年修学旅行 京都・奈良（～２９日） 

１５ 木 
通信陸上予選会 部活動休業日 ２９ 木 部活動休業日 

鹿中歌舞伎座 ふれあいデー ３０ 金 ３年２時間遅れ  

 

一学期始業式・入学式 ４月８日（火） 

５月の予定 

【お知らせ】 

○衣替え期間・・・６月～９月 ※移行期間は、前後１ヶ月のため、５月と１０月は夏服可となります。 

スクールカウンセラー来校日  ５／１３・２７（火） 

無言膝つき清掃・ハンドサイン行動・全力校歌 

満開の桜の中、一学期始業式と入学式が行われました。２，３年生１６８名が進級し、新たに５８名の新入生を
迎え、全校生徒２２６名となりました。厳粛かつ温かな雰囲気の中、立派な態度で式に臨むことができました。 

「無言膝つき清掃」では、１５分間、集中して黙々と清掃活動に取り組んでい

ます。分担された場所の中で、自ら清掃場所を見つけて、積極的に活動してい

ます。自分と向き合い、心を磨く時間になっています。 

「ハンドサイン行動」では、集会等の集団での整列を整然と行うためハンドサ

インに取り組んでいます。号令の声はかけず、代表生徒の合図に合わせて、生

徒全員が協力をして素早く整列します。２・３年生が良い手本を示しています。 

「全力校歌」では、学校行事や儀式的行事に加え、学年集会や県大会壮行

会において、校歌の斉唱を行っています。校歌は、鹿中生の誇りとして、全校生

徒が大切にしています。 

非認知能力の育成・伝統の継承 

第３２回一筆啓上賞 日本一短い手紙「願い」 ４月２０日（日） 

福井県福井市・公益財団法人丸岡文化財団が主催する
「日本一短い手紙」において、国内外３9,000 通を超える応
募の中から見事に入賞を果たしました。本校では、昨年度の
１年生が国語の授業において応募しました。 

表彰式は福井県にて行われ、越前織で作られた賞状が授
与されました。 

住友賞 ２年 五十嵐 さん 

【鹿中ブログ公開中】 
生徒の活動や取組を紹介して
います。 


